
テープレコーダ市場を大きく拡大した1万円テレコ
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第 00245 号

小型オープンリール・テープレコーダ　RQ-303 「マイソニック」

所 在 地
大阪府門真市

パナソニック株式会社　パナソニックミュージアム

公開

パナソニック株式会社

松下電器産業株式会社（現：パナソニック株式会社）

1963年

1963年

家庭用普及機が20,000円前後していたテープレコーダ市場に、定価10,000
円で導入され、大きなシェア確保と市場拡大を実現した。テープ速度は
4.75cm/s一速、3号リール専用など機能を絞り込み、一方キャプスタンに
よる定速駆動など上位機種と同じ方式を採用し、性能面では妥協していな
い。録再ヘッドと消去ヘッドを一つのケースに収めた3 in 1ヘッドを開発
するなど合理的設計を徹底し、その後のAV機器開発の指針ともなった機種
として重要である。

二－イ　（国民生活の発展、新たな生活様式の創出に顕著な役割を果たし
たもの）


